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三
田
學
會
雜
誌:'
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第
四
十
七
^.

'
ソ
キ.
ピ
ア
三
つ
の
マ
ソ
ス.に
分
住
。) 

：

：

： 

；

.
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49
ノ .
恐
ら
く
ザ.
ィ•
ツ
リ
'.ウ
、ベ._
な
>̂
:
'マ
ン
ン
キ
ビ

.

ア
が
、.
七
の.
自
*S

人.
と.1 

•;,
:緒
に
住
ん.
で.
い.
た
の.
で
あ.
ろ
う.
'。.(

こ
■のJLib

CD'r
r

が.
自
由
民
の
出
自V 

で
あ
ろ
う
と
又
は
被
解
放
奴
隸

(

づ.
ま
り
マ
シ
キ#
ア
と.
同
格
の
者)

, 

で
あ
ろ
う
と
そ
，の
經
濟
的I
態
は
大
差
な
い。)
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g
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 se
c
u
n
d
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d
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L
a
n
g

e
n
e
n
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.
各
ゲ
ィ
ラ
ょ
り
此
處.に
來
た
P.
、.
こ
れ
ま
で
余
の
所
泰
ト
.
リ
7'
リ
ム
；に 

泰
仕
す
る
マ
ソ
キ
ビ
ァ
、
卽
ち
そ
の
.
三
人
の
子
と
共
に
ロ
ゥ
ブ
、
三
入 

の
子
を
伴
う
ム
一
一
ス
ゥ
ィ
ン
ド
.
、•.
そ
の
一」

人
の
子
持
の
ァ
ダ
ヒ
ル
ド
、
，

そ
の
一
人
の
子
を
伴
い
る
リI

ベ
ダ
グ
。

.
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ゲ
ル
マ
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泉
や
野
原
や
林
に
滿
足
し
て
ち
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ぢ
り
に
分
れ
て
住
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述

べ

て

い

る

生
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ノ.(
〔

ゲ
ル
マ._

ネ
ン
は
、

〕

吾

々(

ロ
I

マ
人)
の
や 

る
ょ
う
に
建
物
を
密
着
し
、
接
合
し
て
村
を
設
け
ず
、
そ
の
家

を

空

地

： 

.
/
で
圍
む)

の
敍
述
と
と
も
に
此
處
で
も
も
う
|
度
注
意
す
る
必
耍
が
あ 

る
。
奴
論
部
族
的
自
由
が
事
實
上
涫
滅
し
た
マ
ン
キ
ビ
-r
の
社
#

に
無 

茱
降
に
そ
の
狀
態
を
想
定
す
る
こ
と
は
風
難
で
あ
る
が
へ

レ

ネ

ス
の
居 

.

.
住.
稼

式

J
a

U
V

Q
t

t
d

^

に
對
し.
て
ゲ.
ル.
マ
ー
ネ
ン
が
主
^
し
得
る
ゲ
マ 

イ
ンデ

の
；！
：

徵

のj

ク
が
こ
の
自
己
差
別
性
の
中
に
保
存
さ
れ
て
.い
る

:

 

,
九
八.

(

四
ニ
八)

か
ら
で
あ
る
。

.  • 、

戰

後

失

業

對

策 .

と 

都  

市  

‘ 日

黑 雇

川 '  I  

. 俊 ぉ

雄

敗
戰
に
よ
る
日
本
帝
國
主
義
の
崩
壞
は
、

.
軍
需
生
產
の
濘
止
と
財
閥J 

獨
占
資
本
の
生
產
サ
ボ
に
よ
ろ
民
需
生
產
へ
の
轉
換
の
遲
滯
に
よ
っ
て

、
. 

工
場
の
休
廢
止
に
と
も
な
ぅ
赞
用
エ
を
は
じ
め
と
す
る
數
百
萬
の
勞
働
者 

の
失
業
を
も
た
ら
し
、
そ
の
上
軍
復
員
や
海
外
引
揚
な
ど
に
よ
っ
で
一
擧 

に
大
量_
の
失
業
者
を
街
頭
に
ぁ
ふ
れ
さ
せ
た
。

一
九
四
五
年
’一.
一
月
一
六. 

日
の
厚
生
大
苗
要
駡
事
項
中
復
員
及
失
業
者
推
計
は
、
そ
の
數
を
一
、
三 

，
ニ.
四
萬
人
と
計
算
し
て
い
る
。

こ
の
尨
大
な
失
業
者
の
ぅ
ち
、
農
村
に
歸 

，
っ
て
い
わ
ゆ
る
潜
在
的
過
剰
人
口
と
し
て
滞
留
し
た
者
も
少
く
な
か
っ 

た
。
し
か
も
戰
後
莫
大
な
隱
匿
物
資
が

「

闇
市
場」

に
流
さ
れ
て
投
機 

の
對
象
と
な
り
、
そ
の
大
部
分
を
所
有
し
て
い
た
財
閥
H
搦
t*
r-
J
資
本
が
ィ 

ゾ
フ
レ
を
利
用
し
て
大
き
な
利
益
を
得
て
.い
た
時
期
に
は
ご
失
業
者
も
か 

つ
ぎ
屋
そ
の
他
の
闇
商
人
と
な
る
か
、
身
輕
く
消
費
財
生
產
に
轉
換
し
た

中
小
企
業
に
履
わ
れ
る
か
し
て
潜
在
的
、
お
よ
び
停
滯
的
過
剰
人
口
を
形 

成
し
、
不
安
定
な
就
業
狀
態
に
，身
を
お

i

た
者
が
相
當
多
か
っ
た
。

一
■
九
‘
 

四
六
年
四
月
の
厚
生
省
人
口
調
査
は
、
農
村
に
歸
つ
た
者
や
闇
商
人
な
ど 

把
な
っ.
た
者
、
お
よ
び
女
子
で
戰—

履
さ
れ
た
渚
を
除
い
て
，
失
業
者 

お
よ
び
半
失
業
者
め
數
を
四
，五
四
萬
人
と
計
算
し
，て
い
る

°.

.

か
っ
て
第
一
次1|
1:
琚
大
戰
後
に-%
や
は
り
.ー
擧
に
大
置
の
失
業
者
が
出 

さ
れ
た
。
特
に
一
九
二◦
年
：の
恐
慌
後「

急
性
的
に
現
わ.
れ」

.
た
失
業
者.

'
 

=r

產
業
豫
備
艰

」

.
は
、.
そ
の
後i t
性
化
し
、
，
資
本
主
義
の
金
股
的
危
機 

,
の
特
徴
と
い
わ
れ
る'

「

失
業
常
備
軍

」 ..'
を
形
威
す
る
，に
い
た

 '
っ.
た
。
：
_し
か 

.
し
政
府
は
、
ご
の
大
a
失
業
に
直
面
し
て
な
お

「 _

員」

獎
勵
と
い
ぅ
い 

わ
ゆ
る「

失
業
潜
在
化”
停
滞
®

)

政
策
に
依
存
し
、

.
，.特.
に.
失
業i

策
を 

積
極
的
に
遂
行
し
よ
ぅ
と
は
し
な
か
つ
た
。
こ

^「

歸
農」

策
が
資
本
家 

と
地
主
に
と
つ
て
利
益
で
あ
つ
た
こ
と
ぬ
か
'つ
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ

.
で 

あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
地
主
的
天
皇
制
政
府
の
失
業
對
策
を 

特
徵
づ
け
る
も
の
で
あ

.
つ.
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
羞
制
政
府
も
、
大
戰
後
の

'

.
國
際
勞
働
運
動
の
革
命
的
勗
揚
の
中
で
、
激
化
す
る
日
本
勞
働
者
の
央
業 

反
對
圆
爭
、
特
に
：友
愛#-
關
^
勞
働
同
盟
會
の
失
業
渚
保
護
の
.
要
求
、
お 

よ
び
第
一
岡
國
際
勞
働
會
議
の
決
議
な
ど
に
壓
ざ
れ
て
、

I

九
ニ
ー
年
職 

業
紹.
介
法
を
制
定
施
行
し
、
全
國
的
職
業
紹
介
制
度
の
確
立
を
は
か
ら
ざ

.. 

る
を
え
な
か
つ
た
。
と
は
い
ぇ
設
立
さ
れ
た
こ
の
制
度
は
：、

一
九
ニ
〇
年 

i

f

同
盟
會
：の
か
か
げ
た
..

「

職
業
紹
介
所
は
委
員
勝
度
に
則
の
勞
資 

.
双
方
の
代
表
者
を
以
て
組
織
す

」

と
い
ぅ
耍
求
を
否
認
し
た
も
の
.
で
あ
り
、
一
 

官
僚
に
よ.
つ
て
運
營
さ
れ
る
貧
弱
な
施
設
で
、
半
封
建
的
な
勞
働
ボ
ス

と
.

.
-

■*

:•.

.

:■- ... 

\ 

.
 

r 

:  
'

:
t 
.
‘戰
後
失
業
對
策
と
都
市
日®
勞
働
者..
；.

.

結
び
っ
，い
た
、

「

ロ
入
屋」

.
式
の
も
の
を
脫
し
き
れ
な
い
實
狀
で
あ
っ
た
。

.

そ.
の.
後
政
府
は
決
業
反
對
闘
爭
：を
含
む
勞
働
運
動
の
た
か
ま
り
に
直
面 

.
し
て
、1

九
ニ
五
年
一
方
で
.は
治
安
維
持
法
を
制
定
す
る
と
と
に
よ
っ
て 

'.
勞
働
者
の•
闘
爭
を
彈
壓
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
よ
う
や
く
穴
大
都
市
冬
期 

.:
日
雇
勞
働
者
救
濟
事
業
を
實
施
す？).
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
.し
て
一
九
一
一
一
〇 

年
の
大
恐
慌
に
よ
っ
て
さ
ら
に
犬
a

失
業
が
、發
生
し
、
特
に
農
業
恐
慌
の 

深
ま
る
中
で
政
府
も
從
來
の
よ
う
な

r

歸
農」

獎
勵
'に
よ
る
，

「

失
業
潜
在
化 

n
停
滞
化」

政
策
に
あ
ま
り
依
存
し
え
な
い
こ
と
が
明
a

と
な
る
に
及
ん 

で
、
央
業
救
濟
事
業
を
累
年
擴
張
し
て
い
く
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
っ 

た
。.
し
か
し
そ
れ
も
、
.
當
時
日
本
勞
働
組
合
評
議
會
を
中
心
と
す
る
勞
働

.

.
組
合
の
一
股
的
耍
求
と
な
っ--.
て
い
た「

失
業
手
當
法
の
制
定

」

を
'ふ
み
に 

1'.

じ
っ
て
ご
涑
ざ^ ;「

失
業
保
險
制
度
め
代
替
物
と
し
て
胡
規
し
が
も
の

. 

:
に.
ほ
：か
な
ら
な
か'っ.
た
。
し
か
も
政
麻
は
絕
對
主
義
的
な
'「

慈
5

精
神 

か
ら.
失
業
者
の'「

被
救
濟
權」

を
否
認
し
い
滿
洲
事
變
後
の
經
濟
軍
事
化 

:

に
と
も
な
う
國
府
縣M
、
，
橋
梁
港
灣
、
河
川
改
修
な
ど
の
土
木
事
業
の
增 

大
に
よ
っ
て
、
土
建
資
本
家
や
华
封
.建
的
な
地
主
の
ほ
し
い
ま
ま
な
搾

• 

取
に
失
槳
者
を
ま
か
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
'
そ
れ
は
救
濟
と
い
う
よ
り 

i

半
封
建
的
な1

ボ
ス
制
度
を
利
用
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
强
制
就
勞 

と
炎
っ'た
。
そ
し
で
中
日
戰
爭
か
ら
太
平
洋
戰
爭
へ
と
日
本
帝
國
主
義
の 

，侵
略
戰
淨
が
掘
展
す
る
過
程
で
、
職
業
紹
介
所
も
ま
さ
に

「

戰
爭
目
的
の 

た
め
に
人
的
資
源
動
員
上
必
要
と
す
る
機
構
の
大
切
な
部
分

」

と
し
て
、

*

部
フ
ァ
シ
ス
ト
獨
裁
下
の
國
民
勤
勞
動
負
署
に
轉
化
し
て
い
っ
た
の
で

-
あ
る
。
し
か
も
こ
の
國
民
勤
勞
動
員
馨
は
從
來
の
貧
弱
な
職
業
紹
介
所
の

. 

.

.

. 
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.
さ
て
敗
戰
後
も
政
府
^

^

晛
に
の
べ
た
ょ
ぅ
な
農
村
^

歸
る
渚
ぞ
闇

)

：•.. 

.
'商
人
な
ど
に
な
る
^

の
多
い
こ
：と
を
前
爆
に
し
て
、
再

び

.
「

失
業
潜
在
化
。
.
. 

•

=

倥
滞
化」

政
策
を
と
り
、
_

極
的
に
失
業
對
策
を

.

1
1
し
よ
ぅ
：と

ば

し
..

-

な
が
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
一
九
四
五
年
一

.
〇
月
の
國
民
勤
勞
動
員
令
め
廢
止

:

,

、
と.
と
も
に
、
復
員
、
徵
用
解
除
、

.H

場
I

所
の
整
理
等
に
ょ
る
離
職
者 

.

.
'
に
優
先
的
に
職
業
觀
旋
を
お
こ
な
ぅ
こ
^
と
し
：、
同
年 
一
二
月
失
業
對
策 

. 

' 
'
娄
員
會
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
省
に
失
業
對
'策
各
省
逋
絡
本
紙
を

.'

.

設
置
し
た
。
.
し
か
し
政
府
は'失.
業
對
策
委
員
會.
の
.「

意
見」

. '
に
も
と
ず
い’...
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一
 

九
四
穴
年
三
月
に
決
定
し
たS

S
失

雷

策

要.
綱
'--.
の
中
で
戰
前
，

“
，
'-
.む
 

：'
;■
.
:
.■;
- 

3 :
0.
:

: V 
ハ _

5

>
 

. V、

.

.

■:
:
の
ょ
5'
'-
に
依
然
と
:1
>
'

て
；—1,
歸
s

rr
p
m

の
急
速
施
衧.
！..
を
强
調
し
て
ぃ
た
。

ご
の
こ
と
は
戰
锬
ァ
メ
リ
ヵ
内
領
取,#
局
：に
ょ'つ
.て
天
皇
制
が
温
存
さ
れ 

て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
に
ほ
.
か.
な
ら
な
か
づ.
'た
が
、
，政

腐

が

戰

後. 

:-..
:欠
*
失
業
に
|1_

じ.
な
が
ら
、：
ア>
 
リ
ヵ
軍
を
主
體
と
、す
る
岳
領
取
の
日 

.
，本
人
象
働
考
雇
用
に
著
し
く
依
箱
し
て
い
た
こ
と
も
特

S

掛
意
さ
れ
ね
ば 

:

:な
ら
な
い°:
'
占
領
軍
に
雇
浙
さ
れ
て
い
る0-
^
:

の
數
は
-*
九
四
六
年
ー 

ベ.
月
現
在
で
少
ぐ
と
も

r

七
：五
、'
0
〇
〇
人
と
概
箅
ざ
れ
ズ
い
る
。

..
し
が
も
重
耍
だ
點
，は
、
ア
メ
リ
ヵ
占
領
眾
が
日
本
人
勞
働
者
か

*:
用
す 

'.
'る
際
に
半
封
建
的
’な
勞
働
ボ
ス
制
度
n
紙

制
^-
-^
利

用

し

た

と

い

ぅ

こ

と
 

'
で
知
る
。

：

敗
戰
後
f
ず
占
領
軍
が
利
胖
し
だ
の
，は

證

報

國'會
で

あ

：る 

:
，

:.
こ
れ
は
：
す
で
に
の
べ
だ
ょ
ぅ
に
歡
時
中
勞
激
動
員
の
た
め
に
產
報

. 

•■
•
.と
同
じ
がI

、
政
府
が
龈#
餘
に
0 ,
く
ら
せ
た
團
曝
で
あ0;
、
：勢
働
ボ.

ス
と
結
び
，
.
'つ
い
て
い
た0-
こ
の
點
，に
つ
い
ノ
て
：ア
メ
リ
ヵ
沾
領
軍
當
局
の
政 

^
策

歡

當

者

の

一

一

人

‘
、
、
リ

ア

ム

ン

.'.
フ
T.-
丨
レ
ィ
女
史
ゆ
こk
の
べ
て
い
る
、
. 

.「

勞
務
報
@;
會
ほ
、>:.
.

，
ー
九
四
五
年
九
月
三
.〇
日
に
解
散
さ
せ
ち
れ 

た
？

こ
のi

織
は
&
m
:

に
勢
敎
を
供
綠
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
は
，： 

: .
た.
し
つ
づ
け
て
き
た
の
で
、
勞
務
協
會
と
い
-5,
名
の
も
と
に
い
く
ら
か
異
.

:
’.-
:p

た
形
ゼ.
一
時
的
に
存
續
を
許
さ
れ
：だ
。
こ
の
團
體
は
一
九
四
五
年

 
一
ニ

.
月

三1
.

日
に
解
散
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
財
産'は
整
理
さ
れ
て
、
占
領
眾
に
勞

., 

.
■

i

)

： 

務
を
供
給
す
る
責
任
は
新
設
さ
れ
た
日
履
勤
勞
署
に
移
さ
れ
た
。

J

し
か
し

乂

こ
の
'0
雇
勤
澇
署
ば
戰
腌
中
の
亂
民
勤
勞
動
員
礬
が
勤
勞
^
と
名
前
を
變

え
た
も
の
に
す
ぎ
ず、
‘
フ、
；ァ
ー
レ
ィ
が
明
言
し
て
い
る
ょ
ぅ
に
、

「

占
領.

,

軍.
に
供
給
令
れ
る
勞
務
は
日
雇
勤
勞
墙
ま
た
は
公
的
職
業
紹
介
所
を
通
じ

I
I

Iて
日
本
政
府.
當
局
に
よ
づX
幕
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て“
た
が
、
そ
の 

多
く.
は
實
際
上
勞MI
-
ボ
ス
に
よ
々
て

趴

趴

さ

れ

た

の

こ

の

こ

と
 

は
、

一
九
四
六.
年
五
月
三
ー
日
の「

連
合
眾
關
係
勞
働
者
災
囊
胁
耍
綱

」

. 

.

が
勤
勞
署.(

日
唐.
勘
勞
署)

を
通
じ
て
•就
業
し
た
常
傭
者
ま
た
は
白
扇
勢 

働
渚
ば
か
り
で
な
く
、
1

供
給
榮
者
を
通
じ.
て
就
業
し
炎
日
照1

者
.、 

蕻
業
請
負
契
約
に
よ
る
請
負
事
業
に
就
葉
尤
る
霞
者
に
：つ

5

て
適
用
を 

...
規
定
し
て
い
る■の
で
％
わ
か
る
。；
.
し
か
も
‘：フ
ァ
!
レ
ィ
が
.

「

あ
る
場
合
に 

■
は
縣
麒
が
獄
ボ
ス
制
度
の
.
廢
止
を
命
じ.
た

が
, '
ア
，
.
メ
リ
：ヵ
.眾
地
方
指
揮 

.
官
^

よ
つ
て.
拒

杏

さ

れ

，た

0」

と
指
摘
し
で
い
る
こ
と
叙
み
の
が1

え
な.
'
 

，

い
‘點
で
あ
る
。
そ
の•後
.「

1
九
四
六
年
七
月'|
1
司
令
部
の
.勸
哿
に
よ
つ
て 

.

摩
生
省
が
占
領
艰
む
け
日
腻|

の
供
給.

§
働

ボ

ス

_

を

利

用

す

る
 

.

こ
'と
を.
禁
止
す
^
命
令
^*
發
し
、.
«!_,,
九.
月..
に
，は
、；
.
勞
働
ボ
.ス
制
度
を
刺
用 

.し
て
き
た
一
三
府
縣
の
ぅ
ち
一
一
一
が
こ
れ
を

,
廢
止
し
た
こ
と
が
報
.重

 

れ
、
■一
：
ニ

月

一

四

日

ビ

は

;0-
'
沐
政
莳
が
：勞
働
ボ
ス
の«

體
の
:̂
散
を
栺
令 

:
し
た
：
.
し

か
-1
>.
フ
ァ
ー
レ
：
.
ィ

は「 1

年

後

缀

街

は.
こ
：の
選
が
な
お
も

は
び
こ
り
、
-.
嘉

m

に

赘

擎

供1

七
^

つ
计|て
い1
>

言

を

繼
-1
.
て
ー

い

た

ー

と

い

ク

て

い

芩
-
-
.:
'
:

ぐ
,.

'■ 

.
わ
れ
わ
れ
の
.
芝
浦
ダ.
中
、む>-
す
る
日
雇1

者
の
寶
態
調
蜜
に
扭
い
，て
'
 

も
、
.
東
京.

I
證

め

：姐
合
長
它
氏
の
語
る
と
と
ろ
に
よ
れ
ば
い
ヾ
戰
時
中 

..:
で
き
た
沿
岸̂
^

制
組
合
は
勞
働
ザ
ス©.
組
が
迎
合
し
た
も
の
で
、
戰
へ 

■
後
賭
拇
と
：勞
務
供
給

.
を
お
こ
な
い
、..'
當
初
ば
主
と
レ
て
占
領
軍
に
日
屜
勞
：

\
鋤
奢
を
供
給
し
文
い
た
。

：

彼
等
に
釾
す
ふ
賃
金
は
：終
戰
處
理
費
に
よ
つ
て 

ン
政
府
か
ら
突
拂
わ
れ
だ
が3
薦

者

の
¥

に
わ
た
る
も
で
の
間
に
謹
會;

:'灣

- :,
v. 

_

社

が

：
一

割

五

分

ク

沿

岸

'組
合
が
.
一
割
ビ
ゾ
.
ハ
ネ
し
て
、•
合

.計

ニ

割

五

分

を
 

ピ
ゾ
ハ
ネ
ざ
れ
て
い
：た
と
い
：う
。'L
か
も
，一
九
四
六
年
二
月
に
.で
き
た
東 

京
港
荷
役
勞
働
組
合
は
沿
岸
組
合
の
N
と
い
う
勞
働
ボ
ス
が
組
合
長
と
な 

ら

た
%:
の
で
あ
づ
た=

..
■_

:

广&

1)
M
i
r
i
a
m

 

s
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F
a
r
l
e
y
: 

I
b
i
d
.
,

 

p
.

 

6
4
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,

双
上.
の.
よ
う
に.
政
府
は
戰
後
占
領
軍
の
日
'̂
人
勞
働
者1 |
用
に

.依
存 

し
、̂
§
^
!

揭
で
£

領
軍.
に
よ
つ
て
泮
封
建
如
な
勞
働
ボ

X

制
度
が
'温
存 

さ
水
た'
が
、
.谶
後
の
大
量
失
業
が
も
ち
ろ
ん
こ
れ
忆
よ
つ
て
腿
消
さ
れ
る

. 

,

は
ず
炫
な.か
つ
た
。
失
業
對
策
委
員
'#
が
そ..
の
- -
1
意

見」

の
_

頭

で

の

べ 

.

，
た.
よ
う
に.「

決
業
は
：
：
：
社# ：
不
安
の
招
來
を
免
れ
な
'い」

■>
い
う
ご̂1  

_
を
、
：
ゲ.
メ
'リ
ヵ
占
領
眾
當
局
も
日
本
败
府
も
共
に
お
そ
れ
て
い
た
の
で
あ 

る
/°
そ
れ
ゆ
え
フ
>
丨
レ
ィ
自
■#
が
..吿ft
し
て
い
る
：よ
う
に
、

「

總
司
令 

部
は
當
初
日
本
の
經
濟
的
謹
解
淡
の
寶
任
を
囘
避
し
て
い
た
に
も
か
か 

わ
ら
ず
、
：
占
領
當
初
に
お
い
て
さ
え
、
し
尤
余
な
破
局
を
防
ぐ
だ
め
に
い
く

. 

:
つ.
か.
の
措
置
を>-
ら

ざ

る

を

え

な

か

つ

，
た

」

.

が
、
' 
そ

の^ '
急
1
_

の
，中

に
.

「

失
業
救
濟J

が
あ
つ
たe

,

で
あ_
s
° i
日

產

府

も

、
か
つ
て
第
一
次
世
，
 

界
！<
戰
後
の.
大
恐
慌
に
際
し
て
實
施
し
た
よ
う
に
、
，
こ
の
失
：業
救
濟
を
目 

:

的
と
し
て
、‘
蟹
資
本
と
地
主
の
刹
益
：の
.
た
め
に
.>.
天i

霸

1T
'

僚
機
：構
'

ぐ.
窗

 
S

.:
'-

■
一
 
.

逢
；
^
^
^
l
®

lr
;策̂

^

?

^

r̂

!丨



三
出
學
會
雜
誌.
：第
四
十
七
卷:..
'第
四

號
' 

•

と
^
^
ボ
ス
：制
度
を
媒
介
と
す
る
公
共
的
土
木
建
築
事
業
を
起
す
こ
：と
に 

し
て
、
#
省
の
豫
#

と
し
て
總
額
三
ー
_
猶
圓
を
計
：上
す
る
豫
定
を
た
.て
た 

.
が
、..
'一
九
四
六
年
五
月一

一，一
ー
日
ァ
メ
：リ
ヵ*£
領
堪
當
局
は
日
本
政
俯
に
對 

し

「

公
共
事
業
費」

' 
と
レ
う
名
前
で
六
〇
億
顶
を
計
上
し
、

ー
〇
〇
萬
な 

い
し 

一
ニ
五
萬
の
失
業
者
を
頭
用
す
る
.
こ
と
，を
指
令
し
た
。
も
ち
ろ
ん
占 

.
領
艰
常
局
は
こ
の
公
共
事
業
に
お
い
て
も
ボ
ス
制
度
.を
靡
止
す
る
方 

針
の
も
と
に
極
力
請
負
方
式
を
避
け
る
よ
う
に
指
令
し
た
が
、
占
領
眾
诌 

體
の
設
營
エ
事
が
、
.
い
わ
ゆ
る
出
血
工
事
で
あ
る
た
め
、
元
請
負
業
者
が 

エ
事
を
下
請
に
ま
わ1
、
7t
;
l
jg_.

下
^_

 
土
方
元
締
丨
部
屋
頭
！
入
夫
と 

い
う
よ
う
な
舊
來
の
下
請
機
構
を
通
じ
て
負
擔
を
白
ー
雁
^
^
者

に

轉

嫁 

:

し
、-
半
封
雞
的
な
勞
働
ボ
ス
制
度
を
溫
存
さ
せ
て
い
た
。

.
そ
，れ
，ゆ
え
日
本 

政
府
の
公
共'事
業
も
、
ィ
ゾ
フ.
レ
に
よ
っ
'て
代
金
が
實
質
的
に
切
下
げ
ら 

れ
、
ま
た
、
.
支
拂
が
遲
滞
し
た
た
、め
に
、
.
や
は
り
そ
の
負
擔
を
轉
嫁
し
や
、
 

す
い
勞
働
ボ.
ス
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
.
に
な
つ
た
の.
で
あ
る
。
實
際
に
お 

い
て
公
共
事
業.
の
大
半
が
請
負
で
施
行
さ
れ
、
.
三
年
後
の1
九
四
九
年
度 

に
お
け
る
經
濟
安
定
本
部
調
で
も
、
八
ム
共
事
業
の
.五
八
多
が
請
食
で
施
行 

さ
れ
て
お
り
、；
特
に
建
築
關
係
は
九
0
%
以
上
が
請
負
と
な
っ
て
い
る
。 

'
だ
が
こ
の
よ
う
な
か
た
ぢ
で
實
施
さ
れ
る
よ
.う
に
な
っ
た
公
共
事
業
ネ 

'
尖
業
救
濟
を
肾
面
の
自
的
と
し

V

發
足
し
た.
が
、
.
そ
の
目
的
を
は
た
す
こ 

と
は
で
き
な
か
づ
た
。
公
共
事
業
は
、

.
砂
防
、.
農
榮
山
秫
關
係
の
：事
業
の 

よ
う
に
農
：̂

帶
で
實
施
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
都
市
に
集
中
し
た
失
業 

者
を
救
濟
し
ぇ
な
か
っ
た
の
で
あ
る'.0
實
際
、

一
九
四
六
年
度
の
公
共
事

桊
費
の
三
分
の
ニ
は
濃
村
地#

に
支
出
さ
れ
：た
が
、
こ
の
年
.
の
失
.業
者

,

:

.

: 
.
/ 

.
'

• 

. 

' 

. L
S

ベ
.

こ
で
こ
の
勞
働
ボ
ス
が
失
業
者
を
集
め
て
民
間
企
業
の
日

•雇
仕
事
を
斡
旋.

.

勞
署
に
默
認
さ
れ
て
：い
.
た
ば
か
り
で
な
く
、
加
®
米
の
配
給
そ
の
他
を
通 

■■
し
、
勞
働
組
合̂

こ
の
た
め
に
勞
働
ボ
ス
の
手
で
っ
く
ら
れ
た
も
の
が
多
：

じ
て
勤
勞
署
そ
の
他
の
官
僚
と
結
託
し
て
い
た
。

一'
九
四
六
年
八
月
ニ
ニ 

.
•
か

っ

た

.。

 

. 

..
日
に
潑
表.
さ
れ
た
總
司
令
部
勞
働
諮
間
委
員
會
最
終
報
哲
も
、
常
時
の
實 

.

.

芝
浦
で
も
、
東
京
港
仲
仕
組
令
の
組
合
長
1{
:
民
の
話
に
よ
れ
ば
、—|
マ

チ

バ

狀

に.
っ
い
ズ
こ
う
の
べ
て
い
.
る
°

■ 

-
V 

•

;

パ
べ
い
き
た
い
者
が
ヵ
ト
リ
橋
附
近
に
た
ま
っ
て
仕
事
を
待
っ
て
い
る
狀

.

，.

T

日
本
に
お
い
て
ば'、
厚
生
省
の
一
般
柳
指
導
の
下
，に
府
縣
及
び
地
方 

.

態
だ
っ
た
。

」 .(

マ
チ
バ
と
い
う
の
は
民
間
企
業
の
こ

.
と
で
：あ
る
。

)

、
し
か
：
...

廳
に.
よ
’り
運
營
さ
れ
る
約
六
百
の
公
的
職
業
紹
介
所
が
存
在
す
る

0.
こ
の 

し
勤
勞
磐
は

「

㈣
力」

で
あ
っ
：た
の
で

「

こ
れ
で.
は

し

か

た

が

な

い

と

い

-
.
制
度
ば
一
九
二
一

 
年
の
法
律
に
さ
か
の
ぽ
る
。
戰
時
中
、
.こ
の
制
览
は
戰 

:.

:

う
の
で
組
合
が
っ
ぐ
ら
れ
た
。

j

そ
れ
がM

九
四
五
年U

月

に

で

き

た.
時
生
產
の
た
め
め
勞
カ
の
動
員
及
び
管
理
上

『

勞
働
戰
線

』

.組
織
と
結
び 

■
芝
浦
自m
勞
働
者
組
合
で
お
り
、

.
民
間
企
業
ぺ
日
雇
勞
働
者
を
供
給
す
る

.

っ.
い
て
い.
た
。
し
か
し
一
九
四
六
年
四
月
よ
り
、
そ
れ
は
平
和
時
代
の
募 

■

私
設
職
業
紹
介
所
の
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
組
合
長
は
さ

'

集
に
轉
じ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
？
し
か
し

'『

勞
働
戰
線

』

の
*
物
は
、
或 

き
の
東
京
港
荷
役
勞
働
組
合
の
副
組
合
長

I.
で
あ
っ
た
が
、
彼

は

勞

働

者

.

：：
る.職
業
紹
介
所
と
、
日
本
の
澍
建
主
義
の
遺
物
た
る
勞
働
ボ
ス
と
の
關
係 

ベ.
の
加
配
米
を
た
：

9

こ
ん
で
闇
寶
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。
.
フ
ァ
ー
レ
ィ

 

'
に
，
お
い
，
て
な
お
殘
存
し
て
い
ヘ
％

, ^
ー 

:

も
、
勞
働
ボ
ス
.
が
賃
金
ば
か'り
で
な
く
加
配
米
け
一
ヒ
ゾ

V,
不
し
て.「

闇
市
ノ
要
す
る
に
、初
期
に

.%
'
い
て
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
占
領
政
策
の
.下
で
戰
時 

.
場」

に
賣
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
勞
働
組
合
も
こ
の

.
よ
う
：

中
の
國
民
勤
勞
動
員
署
が
ー
應
警
察
軍
隊
か
ら
き
り
は
な
さ
れ
て

「

平
和 

,

な
勞
働
ボ
ス
の
芋
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
の
芝
浦
自

 

時
代
の
募
集
.」

を
お*こ
な
う
公
的
職
業
紹
介
所
と
な
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ 

,

阴
露
港
組
合
は
東
京
荷
役
勞
働
組
合
と
統
一
し
よ
う
と
し
た
が
、
ボ

ス

れ

は

>.
本
格
的
な
失
業
對
策
の
前
提
と

.
し
て
整
備
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
、
、 

.
'
爭
い
か
ら
、
，.結
局
芝
浦
屋
外
自
珀
勞
働
組
合
と
芝
浦
進
駐
眾
勞
働
組
合
と
大
量
失
業
の
中
に
あ
っ
て
依
然
と
し
て
勞
働
ボ
ス
制
度
が
そ
の
機
能
を
補 

'

に
分
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
も
そ
の
當
時
は
占
領
軍
日
雇
よ
り
民
間

.

充
し.
む
し
ろ
は
び
こ
つb
の
で
あ
り'
政
府
の
失
榮
對
策
ぱ
や
は
り

r

央 

日
處
の
方
が
賃
金
が
高
か
っ
た
の
で
、
進
駐
眾

^̂

は
淸
水
組
、
大

柿

組

業

潜

在

化

=

停
滞
化」 .
政
策
に
お
わ
っ
て
い
た
。
た
だ
'勞
働
ボ
ス
制
度
が 

.
な
ど
のi
^
w
x
>
結
ん
で
屋
外
支
部
を
，っ
く
り
、
屋
外
自

m
勞
組
と
民
，

ア
メ
リ
ヵ
占
領
軍
の
日
雇
勞
働
者
履
用
の
過
程
で
溫
存
さ
れ
た
こ
と
は
、

. 

'•
'
'

間
日
M
の
紹
介
を
あ
ら
そ
っ
た
。.,

•.
: 

特
微
的
な
事
實
で
あ
.
っ.
た
。. 

.
.
.

,,
こ
の
よ
う
に
民
間
旦
屈
の
紹
介
を
.
一
手.
に
に
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
.
た
^

^

:
 

s

i

) .F
a

rle
y

 : 

Ib
id

,

p<.  ,61 

•
.

ボ
ス
は
、
勤
勞
箸
を
無
視
し
て
行
.

し.
た
よ
う
に
み
ぇ
る
於
、
實
際
は
勤
.
：
.,

:
(

註
3

 

.「

失
業
對
策
年
鑑J

昭
和
ニ
六
年
版
勞
働
省
失
業
對
策
課
編

，

'

職
後
失
業
對
策
と
都
市
日
麗
勞
働
者

.
:.
;

■
.

へ.

■'.

:

:

.

'

1
〇

三

ぃ(

四
三
三)

,

_

 

:

一
 

〇
ニ.

(

西
三
5

/. 

•
 

, 

.

は
、
：そ
の
五
四̂

が
都
市
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
な
お
ま
た
、

,

.

ぶ
共
事
業
の
中
に
ば
水
窟
、

.

.

港
灣
關
係
の
事
業
の
.
«]
:-
う
に
特
定
の
技
.
能
を
/ 

.
要
す
る
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
，た
め
に
も
、
失
業
者
を
多
く

 
A 

.

.
は
履
用
し
え
な
か
っ
た
0
そ
れ
ゆ
え
政
府
の
い
わ
ゆ
る
炎
^
者
吸
收
率
も 

'
低
下
す
る
傾
向
に
あ
.
っ
た
の
で
あ
る。.

.

:

そ
こ
で
こ
れ
を
糚
充
す
る
た
め
に
公
共
事
業
の
う
ち
.#
に

r

失
業
苕
の

多
數
存
在
す
る
地
域
の
都
市
に
重
點
を
置
い
て

」
「

簡
易
な
事
業」

=
「

•費

.

.

'

 

.

:

.

.

^

2 -〕 

. 

'

材
を.
要
し
な
い
事
業」

..ガ
簡
易
公
共
事
業
と
し
て
寶
施
さ
れ
る
ょ
う
に
な 

つ
た
。..
ご
れ
は
一.
九
四
七
年
に
は
都
市
失
業
膘
急
事
業
と
な
っ
た
が
、

こ 

れ
も
、
勞
働
.ボ
ス
を
通
じ
て
失
業
者
を
雇
用
す
る
ょ
う
に
な
っ
”た
も
の
が 

.

少
ぐ
な
か
っ
た
。
し
か
も

r

九
四
六
年
に
最
終
決
定
し
た
豫
算
上
の
吸
收 

豫
定
'
員

は1

日
平
均
三
三
、
七
八'
ー
入
で
あ
づ
た
が
、
ィ
ン
フ
レ
に
ょ 

\
っ
て
實
際
い
に
は
そ
の
五0
%
以
下
の一 ..

四

、

四

'
三

九

人

し

か

就

勞

し
え
な 

:

か
っ
%

.3
'

:

'.
' 

\ 
. 

.. 

V

.

か
く
し
て
、占
領
軍
に
も
'
八
ム
共
事
業
ま
た
ば
失
業
膘
急
事
業
に
も
履
用 

.

さ
れ
な
か
っ
た
失
業
者
は
、
獨
占
資
本
が
再
建
强
化
さ
れ
て
く
る
に
っ
れ 

,

て
い
わ
ゆ
る
民
間
求
人
が
漸
增
し
て
き
た
と
は
い
え
、
民
間
企
業
に
正
客 

•■

に
篇
用
さ.
れ
て
賃
金
を
茭
拂
わ
：れ
る
.ま
で
の
間
の
生
活
資
金
も
な
い
ほ
ど 

.

'.
赤
貧
狀
態
に
お
と.
し
い
れ
ら
れ
て
い
た
か
ぎ
り
、

.

.
一
日
.一
日
の
生
活
費
を 

そ
の
'日
の
う
ち
に'か
せ
ぎ
う
る
日
履
と
し
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

.

.

.
し
か
し
民
間
，日
雇
.
を
紹
介
で
き
る
の
は
國
民
勤
勞
動
員
署
か
ら
勤
勞
醤
に

.

.

な
っ
た
貧
弱
な
公.的
微
業
紹
介
所
で
は
な
く
て
、
.戰
時
中
勞
務
供
給
を
お 

‘

、
..
こ
な
つ
ス
民
間
企
業
に

「

顏」

'.̂
き
い.
て.
い
る
勞
働
ボ
ス
で
お
つ
た0
そ
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,

一
九
四
七
年
四
月
政
府
は
從
來
の
勤
勞
箸
を
八
ム
世

(

職

業

安

淀

所.

* 

安)

と
し
て.
再
編
成
し
たP
そ
の
際
從
來
勤
勞
_

でお
こ
な
っ
て
い
た 

「

勞
政
關
係.
の
第
一
線
事
務
を
掌
る
た
め
、
公
共
職
—

定
所
と
別
個
に「 

勞
政
事
務
所
が
殼®
さ
れ
た
。

」

.
こ
れ
は
、：「
勞
働
運
動
の
實
態
を
常
時’

.

 

的
確
に
把
握
し
てf

?

一
 
..

I

ス
ト
以
後
の
®

運
動
に
お
い
て
ア
タ
リ
力 

占
領.
取
當
局
が■对
出
し
た
右
翼
社
會
民
主
主
義
者
を
利
用
す
;?
>
，

「

組
合
民 

坐
化」

政
策
に.
奉
仕
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
:i
方
勞
政
事
務
：，
 

を.
き
り
は
な
さ
れ
た
職
安
は
、
さ
き
.
の
總
司
令
部
勞
働
諮
問
委
員
會
最
終：

'

 

報
街
の
'「

勸
街j

に
も
と
づ
い
て
、
r

m'
要
な
生
產
及
び
分
配.の

た

.
め

の 

力.
の

動

員

」

.
を

「

变

配

的-@
时

卜

と

す

る

に

い

.
た.
つ.
た

_。
：
こ

こ

に

い 

.
ぅ

「

踅
要
な
生
簏
及
び
分
配

」

は
當
面
、
ア
メ
リ
ヵ
占
.
領
m

當
局
：

の
.：「

財
.

.

 

1
1
1

栺

令

忆
.J
:
.
っ
て
從
擺
钠
に
稗
編
成
さ
れ
た
銀
行
电
中
心
と
す
る 

溆
占
廣
木
主
義
を
稗
建
、
强
化
す
る
た
め
の
い
わ
ゆ
る

L

傾
斜
生
產J

と 

な
っ
た
が
、
さ

ら

に「

勸
街」

'
は
特
に/「

職
業
紹
介
所
の
施
設
は
、
範

同

， 

上
ぉ
ょ
ぴ
能
雄
上
こ
れ
を
傭
大
す
べ
く
、
も
っ
て
勞
慟
ボ
ス
、
個

人

的

募

.，

1
〇

四

(

侧
三
四)

'

一
：
：

'.-

ン*

^

人及びそめ
他不裏

1

、.
I
M

め
方

^

^

職

業

^

^

上

の 

'■
'

憤̂

と
し
て
不
必
，要
な
ら
し
め
る
よ
う
に
：す
べ
き
で
あ
る
。

」

.
と
指
摘
し 

.
;

て
\>

た
。.
^

か
し
職
安
は
そ
れ
ほ
ど

「

範
圍
上
水
よ
び
能
率
上,-
購
大
さ 

:

.

れ
な
か
つ
た
ば
か
々
で
な
：く
、

.

職
安
の.
議

行

政

裏

や

地

方

^
^
は
從 

'

來

の

儀

ボ

ス

と

：の
つ
な
が
り

(

か
ら
こ
れ
と
安
協
し
て
い
づ
た
。
政
府
は 

.

:
.

ま
た
：ア
メ
リ
カ
占
領
軍
當
局
の
い
わ
ゆ
る
7

民
、1
^

1_
政
策
の
一
環
と
し 

.

.

.
:

て
四
月
1

置

基

準

法.
を
制
锘
し
て
そ
の
第
六
條
に
よ
り
^

^

ボ
ス
.の
中 

V
.

間
撺
取
冷
禁
止
す
る
灰
と
も
に
、
：

1
1

月
に
は
職
！
^
定
法
を
制
定
し
で 

そ
の.
第
四
四
條
に.
よ
り
I

ボ
ス
の
'̂

お
供
給
業
を
禁
出
し
.

た
。
し
か
し 

.

.V

そ
れ
は
、
官
僚
と
勞
働
ボX

と
め
結
び
つ
き
を
深
め
、
從
來
勞
務
供
給
業 

を
利
用
し
て
，き
た
資
本
家
に
^
働
ボX

を
^
^
さ
せ
る
よ
う
な
形
で 

-

、ボ
，
ス

を

い

ん

べ

.

い
ん
つ
づ
溫
存
さ
せ
次
の
で
ぁ
る
。’

.'

一
九
四
七
年

.一
ニ
月
，一
日
^

^

^

法
が
施
行
さ
れ
る」

と
パ
三
力
月
間 

の
猶
豫
期
間.
を
お
い
：

.

て
翌
四
八
年

二
月
一
日
に
す
べ

V

の
組
は
自
發
的
に 

:

解
散
す
る.
こ
，と
.に
か
つ
た
。L
か
し
勞
働
ボX
は
自
發
的
に
組
を
解
散
し 

'よ
う
と
は
し
な
か
つ
，た
し
、
長

い

間

ボ

ス

の

手

で

勞

働

卷

を
供
給
さ 

,

れ.
て
き
た
會
社.
も
組
を
極
カ
溫
存
し
よ
う
と
し
た
。
.そ
こ
で
二
月
七
日
勞 

■

働
大M

談
話
が
發
表
さ
れ
、
そ
め
對
策
と
し
て

「
(

一)

勞
働
渚
供
給
業
者 

か
ら
■

者
の
供
給
を
受
け
て
い
た
エ
事
業
所
は
そ
の
勞
働
渚
を
直 

用
と
す
る
こ
と
。(

二)

'I
t
;

用
で
き
な
い
者
に
つ
い
で
は
公
共
職
！
^
女
定 

-

.
所

に

聚

錄
し.
て
お
い
て
紹
介
す
る
こ
と
.。

J

を
抬
'示
し
た
が
、

こ
の
指
示 

■は
か
え
つ
て
、

一
方
で
は
、
勞©
ボ
ス
ま
た
は
そ
の
年

下

が
と
と 

'

も
に
#

社
の
直
用
と
な
り、

.

そ
の
中
で
，̂

^

供
給
や
中
.間
搾
取
を
依
然
と

.

.

.

 
'

し
て
お
こ
な
い
う
る
ょ
.
う
に
し
、
他
方
で
は
、
^
^
ボ
ス
が組
を
會
社
と
、 

い
う
名
前
に
變
ぇ
、

.

形
式
的
に
職
安
.
を

通

す

だ

け

で

^

^

供

輪

や

中

間

搾

：'. 

.
取
を
つ
づ
け
う
る
ょ
う
に
し
た。.

•

:

.
後
盏
の
實
例
と
し
て
は
、
'i

れ
お
れ
の
調
奄
に
ょ
れ
ば
、
職

業

安

定

法

，
 

.
が
出
て
か
ら
ノ
高
木
組
の
入
と
い
う
大
襯
分
が
泉
海
陸
と
い
う
會
社
を
っ
.，
 

く
っ
て
社
長
と
な
り'

こ
め
犬
親
分
と
盔
を
交
わ
し
た
親
方
が
依
然
と
し
V 

:

て
霧
供
粮
を
灰
こ
な
っ
で
い
る
場
合
が
-
ぁ
げ
-̂

れ
る
。.

こ
の
泉
海
陸.
は
.

現
在
で
も
，、
例.
え
ば>

 

三
井
倉
適
と.
契
約
を
結
び
、
某
勞
働
紙
合
を
通
じ 

•

て
は
っ
き
り
し
た
勞
務
供
給
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
も
し
他

の

組

や

勞

働

'

:
■■.

姐
合.
が.
高
い
賃
金.
で

薦

者

，を_

す
る
と
、
な
ぐ
り
こ
み
を
か
け
る
と.-:- 

,

い
^
#
^
で
、'
常
に
腊
傅
を
お
こ
な
つ
て
い
る.0
'
ま
た
組
0 .
勞

働

ボ

ス

：
の

.

■.
: 

中
に
灶
、
旧
通
茭
店
の
無
給
囑
託
と
な
り
、

_

、
桐
，々.
蓮
送
と
い
う
看..

:-

雄
を
^
.̂

て

馨

供

給

を

：
お
，
こ

な

0 .
て
い
る
箸
が
あ
る
。
こ
..
の
ょ
う
：な

勞- 

':
:
' 
..務
供
給
は
、
荃

く「

モ
グ
”
ち
で
お
こ
な
お
れ
て
や
る
こ
-
と
も
多
い
が、
-' 

.霞

ボ

'X
が
塞
手
鵃
を
ま
と
め.て
^
安
で
認
め
’さ
せ
ー
て
べ
る
場
合、
^
'

.

安.
の
登
錄
係
な
ど
と
_
の
匍
に.
贈
贿
關
係
が
生
じ
、.こ
う
し.
て

か

：
え

づ

，
て

_

 

.. 

.
安
：の
官
僚
と
勞
働
ボ
ス
と
の
.
結
び
つ..
身
が
深
め
ら
れ.
て
い.
る
。：

：.
：.
■,

.
'

:'
ま
た
、
：！®

ボ
ス
ま
た
は
：そ
の
宇
下
が
會
社
の
直
用
と
な
：つ
た
實
例
と 

し
て
は
、
归
沐
電
氣
の
出
田
組
、
沖
電
氣
の
志

^-
組
：の
戚
合
が
ぁ
げ
ら
れ
ペ
： 

■'-.
，る
？
神
電
氣
は
、
一
完
戒
麻
歡
吖
方
は
組
が
會
社
と
处
っ

.
た
辰
巳
.倉
摩
に 

/

;.
-̂
さ̂
せ
る
ょ
う
に
な
っ
，
た

.
が
、
材
料
入
庫
の
.
方
は
志
田
紙
が
直
用
と
1

'\

.

.

て
は
い
り
こ
む
：ょ
う
に
な
っ
た
。
現
在
こ
の
志
：田
組
は
男
ー
室
人
、
女
ナ 

r 

.
五
.
A
を
使
：
.
っ
て
い
：る
。.、
ま

た

、''0
^
1
§
2
川

崎

製

鐵

所

..
の
：
麗
2[
:

、
/T
t
t
.̂

'-
''
.

:

ぐ

、
..
>
:■
:
こ 

.
一
：:'
へ
 I

:

八_ 
:

:'
H

の
場
合
も
こ
れ
と
同
樣
.
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
.、
勞
働
ボ
：ス
が
會
社
と
結

，託
U.

て

「

他
話
役」

と,
呼
ば
れ
る
手.
下
を
：.「

班
長」
と
い
う
名
目
で
臨
時.

■
 

H
.

の
中
に•
は
い
り
こ.
ま
せ
、.
こ

の「

班
長」

.
に
臨
時
エ
を
も
と
ど
お
り
監
.

V
:

視
さ
せ
た
。
：そ
し
弋
こ
び
班
長
が
德
時
土
の
數
を
ご
ま
か
し
て

「

金
券」

'

.

と
い
う
一
日
の
.就
勞
證
明
を
餘
計
に
も
ら
い
、
歸
り
に
こ
れ
と
ひ
き
か
え

_

:

.

に
餘
分.
の
賃
舍
を.
受

取

つ

，て
：
勞

働

ボ

X
が
こ
れ
を
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ
る
と'

‘
い.
う
€

に
な
っ
て
い
た
。
法
政
大
學#
働
法
|̂
究

會

の

臨

時

エ

調

齑

に. 

ょ

れ

ば

、
；
組
i

後
も
四1

四
の
紐.
の
う
ち
、

一
五
九
が
何
ら
か
の
形
で 

會
社
と
關
係
し.
て
お
り
、
諳
負
的
な
組
九
九
の
う
ち
八
八
が
、
.勞
務
供
給 

丨
を
業
と
す
る
組.
ニ
ー
；一
.o

の
う
ち
七
七
が
會
社
と
關
係
を
保
つ
て
い
る
。

こ 

,

め
調
查

拉
<]
:-
つ
て
わ
か
る
こ.
と
は
、
相
當
數
の
勞
働
ボ
.
ス'
が

資

本

に

直

接. 

ゾ
掌
握
ざ
办
て_

を
激
箱
し
弋.
い
る
士
い5

こ
と
で
あ
る
。
し
^
-
:
.
す
で
に 

:

會
社
と
關
係
が..
な
く
な
っ
た
。と
い
わ
れ
.
る
組
の
中
に
も
運̂
!
!

社
を
始
め.

.

た.
^
め
が
あ
り
、.「

.
こ
れ
は
會
社
の
仕
事
を
し
て
い
.
る
の
で
は
な
い.
か
*と.

.
思.
わ
れ
る1

,

と
指
■

さ

办

て

い

る

。

，
ま

た

、

&-
る

蓮

；
輸
.
會
社
の
例
で
は'., 

:.
-.
';
:「

こ
：っ
0;
組
：が
別
々
の
公
共
職
業
安
定
俩
を
形
式
的

.
に
通
し
て
、
そ

の

會. 

.
,
社
ー
に0-
顏
と.
し
て
使
用
さ
れ
で
い.る」

.
と.
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
.

-
\ 

:
た
だ
こ
の
調
聋
で
も
判
石
ょ5'.
に
、
請
負
的
な
組
は
純
然
：た
る
勞
務
供 

:
給
を
業
と
し
な.
い
，：と
い:5
理
曲
：で
特
に
多
く|
|̂

さ
れ
て
い
る
。
し

が

し,

:

請
負
契
約
と
い
う
形
式
の
下
で
練
然
た
各
勞
務
供
給
業
を
お
こ
な
つ
て
い
：

,

る
者
が
少
く
な
か.つ
た
。.
そ
こ
で1

,

九
四
八
年
三
月
七
日
勞
働
省
令
第
三

. 

.

號

：
に

よ

：
つ

：て

職

業

安

定

法

施

符

傲

則

に

第

四

條

を

新

1>
.<
追

加

し

て

脫

法

行
爲
を
防
ご
ぅ
と
し
た
？
さ
ら
に
六
月

11

一
十
日
か
らf

職
業
安
定
法
の
一

';
■
>
: ..
*■
:

■

;■
■’〕1 

〇
五
：
：(

四
：三：$
.
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田
學
會
雜
誌 
'
第
四
十-fa
卷

：第
睬'號
. 

人

部
を
改
疋
す
る
法
律
卜
を
施
行
し
て
、
蹲
澈
供
給
業
を
お

.
こ
，
：な

う

こ

と

ば
 

'か
り
で
は
：な
く
、
勞
働
者
を
供
給
さ
れ
る
こ
，と
:4
|姻
法
と
し
、
ま
た
行
政■. 

.
官
廳
の
調
査
に
關
す
る
一
瑣
を
加
え
て
、
禁
止
規
定
を
强
化
し
た
。

.
し
か
'， 

し
載
行
規
則
第
四
條
に
よ
れ
ば
、
'「

自
ら
提
供
す
る
機
槭
、
.
設
備
、.
器
材
' 

，(

業
務
上
必
翦
な
る
简m

な
工
具
を
除
く
。

)

.若
し
く
は
そ
の
作
業
に
必 

耍
な
材
料
、
.

資
材
を
使
用
し
又
は
專
門
的
な
企@-
、.
技
術
を
必
耍
と
す
る'
 

作
業
を
行
う
も
の
で
あ
.
っ
て
、
單
に
肉
體
的t
勞
働
力
を
提
供
す
る
も
の 

で
は
な
い」

：

場
合
を
勞
務
供
給
業
で■な
い
と
し
て
い
る
た.め
、

こ
れ
がま

：. 

杰

篇

ボ

ス

に

よ..
っV

「

が
く
れ
み
の.」

"
に
使
わ
れ
た
。
.
わ
れ
わ
れ
の
調 

査
に
よ
れ
ば
、
勞
働
ボ
ス
の
中
に
は
、
申
譯
程
度
の
設
備
、

.

材
料
.な
ど
を 

使
用
し
て
請
負
作
業
を
お
こ
な
っ
.
て.
い
る
が
、
裏
口
で
は
純
然
た
る
勞
務 

他
給
を
つ
づ
け.
て
い
る
渚
が
あ
る
。
ま
た
、
勞
働
ボ
ス
が
結
託
し
て
、
：
必

. 

要
な
設
備
、
名

な

ど
を
監
督
官
廳
が
調
査
に
.來
た
と
き
だ
け
次
か
ら
次 

へ」

と
特
ち
ま
わ
っ
で
法
律
吖
網
を
く
ぐ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る

。
‘

だ
が
重
要
な.
こ
と.
は
、•
勞
働
ボ
ス
が
そ
の
請
負
作
業
そ
の
も
の
の
■中
で 

そ
の
手
下
を■っ
か
っ
て
實
質
上
全
く
勞
務
供
給
に
等
し
い
こ
と
を
や
り
、：
 

ホ
間
搾
取
を
お
こ
な
つ
て
い
る
と
い
う
ご
と
で
あ
る
。
そ
の
實

例
と
し
て 

は
、.
特
に
沖
仲
仕
を
使
っ
て
荷
主
か
ら

ii

事
を
請
負
っ
て
い
る

「

ス
テ
べ 

會
社」

と
呼
ば
れ
るI -
1x
#

]i
lt
が
あ
げ
ら
れ
る,0
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
よ
. 

れ
ば
、
芝
浦
で
は
沖
仲
仕
翦
門
の
荷
役
會
社
は
、
：
最
大
の
太
洋
で
も
資
本 

金
一
〇
〇
阐
圓
で
あ
り
小
は
ニ
〇
萬
圓
前
後
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
、 

「

監
督」

の
下
にT

世
話
役
1--

と
い
う
考
咖
お
り
、
そ

の

他

「

助
世
話
役」 

「

小
頭」

「

助
小
頭」

な
ど
が
あ
る
。「

世
話
役」

.は
船
內
で
の
仕
事
の

'

1
0
六.

.〈

四
'
三
六)

、

直
接
め
責
任
者
と
し
て
扱
ぅ
品
物
の
.種
類
や
數
量
を
み
て
ー
屈
ぅ
人
數
を
決 

.

•&

、.
仕
事
に
適
し
た•
勞
嫌
者
を#

社Q
「

常
備.」

の
中
か
ら
選
び
、
あ
と 

'

は
日.
肩
の
中
，か
ら
選
ん
で

「

罾」

と
い
ぅ
就
勞
豫
約
券
を
渡
す
。

こ
の
‘ 

■.「

格」

，
を

も

ら

っ

た

.

日
履
は
職
安
の*-
後
紹
介
の
形
式
を
.と
っ
て
ハ
シ
ヶ 

に
乘
り
、
本
船
に.行
っ
て
仕
事
を
始
め
る
。
壮
事
が
終
る
と
日
親
は

「

格」 

と
ひ
き
か
え
に
貴
金
を
猓
さ
れ
る
が
、

.

.

そ
の
賃
金
，は.「

1H

話
役」

が
ま
と 

め.
て
日
雇
の
顏
を
み
な
が
ら
渡
す
。
氣
に
、い
り
の
者
に
は
餘
分
に
渡
す
が 

.

こ
の
間
に
中
間
搾
耽
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

_

か
で
あ
る
。

\  

(

話
I)

『

資
料
勞
働
運
動
史』

昭
和
一一ー5

八
八
ー5
 

(

註
^)

，
前
掲
書
昭
和
二 
二
：年
八
八
六
頁 

,

.(

註
3)

■'

前
揭
書
昭
如
ニ
〇.
丄

ニ

年

八

ニ
^

 
'

.(

註
4)

前
掲
書
昭
和
，

一 l〇
—

一  
一一

年
八
ニ
八
胃.

(

註
5)

「

日
本
勞
働
部
鑑」

一

九
：五
一
年
販
大
原
社
#
問
題
硏
究
所 

'
七.
九

六

頁.

'
.

■

，(

註
6)

勞
働
法
硏
究
會r

い
わ
決
る
臨
時
エ
の
實
態

」

法
學
志
林
第
四 

.

.

.

.
八

卷

第

四

溺
. r
lr
五

頁
，
.
.
.；：

'

'•(

註
7)

同右；
一，
三
六
頁

.
.

」 

以
上
の
べ
て
き
た
と
こ
ろ’

わ
が
る
ょ
ぅ
に
、

ア
メ
リ
力
占
領
裉
常
局 

の
、
民
主
化」

政
策
の
一
環
と
し
て
日
本
政
府
の
お
こ
な
っ
た
勞
働
基
準

. 

法
、
職
業
安
定
法
に
ょ
る
中
間
搾
取
、
勞
縣
供
給
業
の
禁
止
は
、
か
え
づ 

て
そ
れ
を
い
ん
ぺ
い.^
れ
た
か
た
ち
で
溫
存
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
本
來
日 

M

勞
働
者
は
い
わ
ゆ
る
停
滞
的
過
剰
人
口
と
し
：て
、

.

-I
'

現
役
^
^
者f

 

一
部
を
形
成
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
就
業
は
全
く
不
規
則
で
^
^

」

。

S
E
B
E
I
i
s
i

「

變
日
就
業
を
約
束
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
卽
己
の
體
カ
を
す
り
へ
ら
し
て 

も
、
ひ
た
す
ら
能
率
を
あ
げ
、

.

ま
た
は
時
間
外
勞
務
を
な
し
て
：
約
朿
さ 

れ
な
い
明
日
の
就
榮
を
诌
ら
棒
に
ふ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
仕
事
に
あ
り 

へ
っ
い
た
ら
こ
の
と
き
と
ば
か
り
、
躐
カ
不
相
膘
の
力
を
根
か
ぎ
り
出
し
づ 

く
し
、
稼
い
で
稼
い•で
翌
日
は
自
然
に
？来
る
，先
業
を
み
ず
か
ら
調
節
す

. 

る
。

」

わ
れ
わ
れ
の
調
蜜
に
ん
れ
ば
。
現
在
芝
浦
の
沖
仲
仕
は

r

ォ
ー
ル 

ナv

卜」

と
い
っ
て
一.
畫
夜
通
し
て
働
い
て.
一
、
三0

-0
圓
な
い
し.
ー：、.

五
〇
〇
圓
の
賃
金
を
も
ら
う
。
最
高
記
錄
四
晝
夜
働
い
た
沖
仲
仕
が
あ

る 

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
働
け
ば
、
.就
勞
の
機
會
が
あ
っ
て
も 

身
體
が
も
た
な
い
か
ら
家
で
寢
て
い
る
と
い
う
。
或
沖
仲
仕
は

「
『

寢
る 

も
稼
ぎ』

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ0J 

'

と
，
い

つ

て

い

た

0:.

と
に
か
く
こ
の
よ
う
に
し

「

彼
等
の
生
活
狀
態
は
勞
働
者
階
級
の
平
均 

的
な
標
準
以
下
に
低
下
す
る
の
で
あ
つ
て
、

■他
な
ら
ぬ
..こ
の
こ
と
は 

彼
等
を
し
て
資
本
の.獨
自
的
搾
取
諸
部
門
の
餛
汎
な
基
礎
た
ら
し
め
へ
る

.
。j 

半
封
建
的
な
勞
働
ボ
ス
制
度
は
、
‘
實
に
こ
の「

資
本
の
獨
自
的
撺
取
諸
部 

門」

の
主
要
な
一
構
成
耍
潔
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ピ
め
よ
う
な
制 

.
度
が
い
ん
ぺ
い
ざ
れ
た
か
た
ち
で
溫
存
さ
れ
え
た
の
は

m

本
的
に
は
、
や 

は
ヴ
、
戰
後
ア
メ
リ
ヵ
占
領
取
當
局
の
指
示
に
基
く

 r

農
妣
改
革
_

」

が
か 

え
っ
て
農
民
を
零
細
な
土
地
に
し
ば
り
っ
け
、
土
地
取
上
げ
を
逋
じ
て
地 

:

主

ま

た

は

自

作

化

し

た

耕

作

地

主

へ

の

釾

建

钠

隸

屬

を

强

め

，
て

 
> 
農
業
だ 

け
で
は
生
活
し
え
な
く
な
つ
た
貧

|

辰
を
都
市'に
ぼ
^

せ
し
め
た
かh
で
あ 

.

.
っ
，た
。
わ
れ
わ
れ
の
調
奄
に
よ
れ
ば
、
日
厲
勞
働
者
で
出
身
の
.判
明
し
た 

■
者
四
七
人
の
う
ち
、i

一
ー
人
が
農
家
出
身
で
あ
り
、.1
が
も
そ
.の
多
く
が 

■.
:

■
/:

戰
後
失
業
對
：策

ど

都

市

日

屑

勞

働

者- :V 
.
Y
::-
;.-
::-..
'.
;,v

致
農
出
身
と
な
っ
て
い
る
。
'
た
と
え
ば
、
四
三
歲
の
旦
质
勞
働
著
は
、
 ̂

川
縣
で
七
反
の
小
作
地
を
耕
作
し
.
て
い
た
が
、
.戰
後
復
員
し
て
き
た
地
主 

へ
に「

農
地
改
革」

の
過
程
で
土
地
を
取
上
げ
ら
れ
、
土
京
し
て
淸
水
建
^
 ̂

人
夫
と
な
り
、
そ
れ
以
來
日
雇
勞
働
渚
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農

. 

家
出
身
者
を
中
心
と
す
る
日
雇
勞
働
者
の
中
か
ら
、
勞
働
ボ
ス
は
、

(

わ 

れ
わ
れ
ひ
調
查
に
際
し
て
か
れ
ら
自
身
が
主
張
し
，た
よ

5

に)
「

か
ら
だ 

が
頑
丈
な
だ
け
で
な
く
よ
く
言
う
こ
と
を
聞
く
人
間

」

を
選
び
、
す
で
に 

の
べ
た
よ
う
に.「

な
ぐ
り
こ
み」

.
と
い
う
よ
う
な
經
濟
外
的
强
制
で
低
賃 

金
を
雜
持
し
つ
つ
、
賃
金
を
さ
じ
が
げ
ん
し
て
勞
働
者
を
過
度
勞
働
に
か 

り
た
て
る
の
で
あ
る
。
.
實
に
こ
の
よ
う
な
勞
働'ホ
ス
ポ
度
力' 
ナ
メ
リ
力 

桌
軍

や
獨
古
資
本
、
地
主
：に
よ
っ
て
戰
後
も
ひ
き
っ
づ
き
有
利
な
も
の

. 

ヰ
と
し
て
利
用
さ
れ
た
.
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
帝
國
主
義
と
こ
れ
に
從
屬
す 

ヰ
る0*
本
支
配
階
級
は
、
最
大
限
利
潤
を
確
保
す
る
體
制
を
再
建
す
る
一
っ 

の
基
礎
と
し
て
こ
，の
半
封#

的
な
制
度
を-1
農
地
改
革」

と
あ
V
ま
つ
て 

,
い
ん
ぺ
い
さ
れ
た
か
た
ち
で
溫
存
す
る
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

レ 

(

往
1)

.
力
ー.
ル
•

マ
，
.
ル
タ
ス
：『

資
本
■論』

日

本

評

論

社

版

第

，
一
卷
第 

.

四

分

册

一

六

ニ

ー

三

頁

 

.

■:,(

註
2
},

平
野
義
太
郎
著『 01

本
资
本
主
義
の
構
造

』

九
九
頁 

■(

註.
3)

マ.
ル
ク
ス『

資
本
論』

第1

卷
策
四
分
册
一
六
三
頁

.

.
g.
 
V

'

',
;
.

■

J
 

.

:

.

四

■ 

• 

' 

i

ー
九
四
八
年
三
月
芦̂
內
閣
の
成
立
と
と
も
に
、

.‘

ア
.メ
リ
力
が
日
本
を

.
:

「

極
東
の
エ.
場」

.
た
ら
し
め
る
太
：め
の
外
資
導
ス
の
前
提
條
件
と
し
て
、

.
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三
田
學
舍
雜
誌
第

'
四
十
七
卷
第
四
號

.

.

.

<

人
負
盤
理
に
よ.
る
企
業
合
理
化
が
ず
で
.
に
日
本
の
！|
き
^
ホ
の
白
程
に
の 

.
ぼ
り
、：

そ
れ
は
東
寶
脅.

議
を
契
機
に
勞
働
姐
合
の
：首
切
り
，反
對
鬪
爭
を
お

' 

し
き
^
て
着
タ
と
す
す
め
ら
れ
て
ゲ
だ
デ
そ
こ
で
政
府
は
七
甩
失
業
者
の 

激
頻
に
：̂
^
し
從
來
い.
わ
ゆ
る
失
業
者
吸
收
率
が
柢
下-1>
て
失
業
救
濟
の■■
• 

目
的
に
充
分
な「

效
果J

を
あ
げ
え
な
か
づ
た
八A
共_

に
對
し
て
、
失.. 

響

吸

收.
取
を
行
政
的
措
置
に
よ
つ
.
て
決
め
：石
こ.
と

に

な

，
つ

た

。

と

-
こ.
ろ
. 

が

：ァ
.
メ
リ
，-'
*
桌

楚

€
局
の
指
令
で
吉
田
內
閣
.
'が
ー
ー.
月
1-
賃
金
三
原
則」 

を

決

定

し

、

一

二

月

，
マ

ジ

力

ー

サ

ー

が

吉

田

內

聞

.
に「

避
臍
安
定
九
原
則」 

.
の
寶
施.
を.
要
求
し
て.
か
ら
、
' 
い.
よ
い
よ
ナ
メ
リ..力
帝
國
主
寒
の̂

菌
す
る. 

日
本
經
濟
の
從
属
化
と
取
事
化
：の
方
向
が
明
か
と
な
り
、
一
い

.
わ
ゆ.
る
集
中. 

生
產
と
企
業
合
理.化
の.
强
行
に
よ
っ
て
、
.
大
遨
人
員
整
理
と
中
小
企
業
の'
 

倒
壊
を
も
た
ら
し
、
务
業
者
は
激
增
す
る
に
い
た
つ
た
。
す
で
に

T

九

四
.:
:
: 

七
年 

一
二
，
月

に

制

定

.
さ

れ、
，.

J 

.一
 

月

に

さ

、
か

の

ぽ

'っ
て
實
施
さ
れ
た
失
業
. 

，保
險
法
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
ぅ
に
、
そ
れ
ま

.
で
に.
堆

賴

，
さ

れ

た 

失
5

を
放
置
し
て
、
ま

さ

に

「

人
員
盤
理
を
籍
に
お
こ
な
ぅ

」
た
..

め 

へ
の
も
の.
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
職
安
に
お
け
る
失
業
保
險
の
離
職
受
付
件 

.

f
 

九
叹
九
年
三
月
以
降
急
激
に
暗
加
し
ば
じ
め
た
。
そ
し
て
こ
の
失 

®

は
そ
の
抜
能
、
職
藤
、希
翁
に
適
し
た
職
業
に

.
っ
く
と
上
が
を
き
ず
、 

結

局

日

厨

雲

者

と

し

て

職

を

衆

め

：
に
；
職

安

.
に
あ
ら
あ
れv

き
'た

。
' と
と 

ろ
が
こ
の
よ}
な

失

馨

，を

對

象

：と

し

_
た
簡
^
公
共
事
業
=
都
市
失
業
輝 

.
急
®'
業
は
、
，
か
え
っ
て
縮
少
さ
れ
て
い
た
。
働
ち
、，

i

上
0
吸
雕
豫
定 

人.
負
は
，一
九
四
六
年
の
.
一.
日
平
均
三
三
、
.
七
八
}
人.
か
ら
、I

九
四
七
年
，
 

の
六
、
七〕

五
人
' 

一
九四八

年
の 

一
一
一
一
、
ニ
一
 

八
人
と
減
少
し
て
お
り
、

V 

1
0

八

(

四
三
八)

,

;

し
か
も
實
際
の
就
勞
人
員
は
こ
の
■吸
收
豫
定
人
員
を
さ
ら
に
卞
ま
わ
り
、

•'_
一
 

九
四
八
年
に
は
豫
：定
の
六
三
^

の.I

日
平
均
八
、
.三
七
五
人
に
す
ぎ
な 

か
'っ

た

。

ご

の

繁

あ

ぶ

れ

が

次

第

に

增

，加

し

，て

き

た

の

で

あ

り

、

一

九 

四
九
年
九
月
發
行
の

「

勞
農
情
報,—.
第
二
五
號『

失
業
者
の
手
引』

は
こ 

の
あ
ぶ
れ
增
大
の
，事
情
に
っ
い
て
次
の
ょ
う
に
記
し
て
い
る
、

.

.•「

三.
田
の
：職
安
の
例
を
と
っ
，て
み
て
も
ニ
割
は
昔
か
ら
力
仕
事

.

を
.し
て 

.

.

き
た
沖
仲
仕
で
、
あ
と
は
み
ん
な
戰
後
の
失
業
者
だ
。
昨
年
の
七
八
月
頃 

ま
で
は
昔
か
ら
力
仕
事
を
や
：っ
て
い
た
人
が
あ
っ
ま
つ
て
き
た
が
、
九
月 

十
月.
頃.
か
ら
若
い
者
が
に
わ
か
に
ふ
え
て
き
て
、

.

十
；

11

月
に
な
っ
た
ら
エ 

場

置

者

、.
商
人
、
敎
員
な'>'
が
：こ
の
失
藥
者
群
の
中
に
入
っ
て
き
た
。
( 

'•

今
年
の
：三
月
因
月
か
.ら
は
エ
場
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
勞
働
者
が
毎
日
ふ
え 

て
1.
-̂

つ-
た
.-
>

い
う.
こ
，と
だ。
.
.
.
 

..

.
前
に
は
荷
あ
げ
で.
日
收
三
玉_
〇
圓
ぐ
ら
い
、
土.H

で
三
ニo

圓
、
日
通
：
 

ン
三
〇
〇
圓
と
か
い
う
仕
事
が
海
日
あ
っ
た
。
あ
^ ,
れ
た
と
こ
ろ
で
三
ニ
 0

 

圓

ぐ

ら

い

，
で

進

，駐

眾

作

業

も

あ

づ

た

。

は

ん

ぱ

の

臨

時

仕

事

で

も

一
j

百
圓 

:
'<
'
ら
い
に
は
な
っ
た
，が
、
二
月
頃
か
ら
仕
事
が
目
に
み
え

.
て
，
へ
.
っ

て

い

っ 

'た
。
三
日
に.'ー.
ぺ
ん
か
五.
日
に
一
。へ
ん
や
っ
と
仕
事
に
あ
り
っ
け
る
と
い 

う
ふ
う.
に
^

った
。

へ
タ
る
の
辨
當
を
も
っ
_ズ
く
る
も
の
は
だ
ん
だ
ん
な
く 

な
；：

っ

て

き

た

。

深

川

の

安

定

所

で

は

.
一

月

に

は

あ

ぶ

れ

て

も

一

日

に

百

人
 

ぐ
ら
い.
で
あ
っ
た
も.
の
が
、
四
月
に
は
八
百
人
も
あ
ぶ
れ
る
.ょ
う
に
な
っ 

た
。.
知
識
階
級
の
失
業.渚
や
未
亡
人
の
失
業
者
か?>•

大
學
敎
授
ま
で簡
易 

公

共

痕

業

に

や

：
っ
：
，
て

く

る

と

い

う

山

手

の

.
漉

谷

の

«
夂
で
も
仕
事
は
な
く 

ぃ
.
な
っ..
て
き
た
。
.
新
宿
で
も
大
森
で
も
ど
こ
で
も
あ
.
ぶ
れ
が
多
く.
な
.っ
て
き

!

I
f

.
た
。
雨
で
も
ふ
つ
た
ら
み
ん
な

.
あ
ぶ
れ
で
敞
の
文
句
じ
や
な
い
け
れ
ど

『

土 

方
殺
す
に
や
比
も
の
ば
い
ら
な
い

』

あ
り
さ’
ま
だ
。H

場
や
事
務
所
に働

：
 

き
た
い
と
い
つ
て
も
三
田
職
资
の
例
で
も
四
月
に
は
毁
子
ニ
、

15
1

三
‘
五
名
，
 

と
女
子
一
、
〇}.
一一

1

名
が
# :
事
さ
が
し
に
き
だ
が
;'
\

男
は
三
四
ニ
女
子
ー
：-• 

九
五
が
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で

: \
せ
つ
か
ぐ
资
定
所
の
窓
ロ
を
パ
大

4

^
も 

實
際
に
職.&

り.
つ
け
た
の
は
五
分
の
一
た
ら
ず
と

.
い.
う
こ
ど
：で
.
、
家.
.

.

の
多
い
の
は̂
め
、だ
と
か
、
..

通
勤.
す
る..
に.'
は
家
が
遠
ず
ぎ
名
と
か
腐
と
か

.

か
ん
と
か
で
使
つ
で'く
れ
な
い
。
そ

う

い

あ

り

さ̂
な(

の
で.
や
と
わ
れ. 

た
に
し
て
も
給
料
は
ぼ
な
し
に
な
ら
な
い
く
ら
い
安
い

..
か

あ

る

い

'
は

と

.

て
％
く
つ
て
ゆ
け
な
い0
:破
か
ば
かa

c).
給

替

が
^
嵐
わ
れ
た
く
と
も：

福
わ
れ
る
わ
け
に
は
ゆ
.
か
ん
の
も
あ
るo

:.
::

へ

:,. 

•
 

「

こ
う
な
る
と.
公
共
事
業
で
も
な
ん
：で
も
い■い
と
い
つ.
て
そ
つ
ち.
の.
.

.̂ 

に
な
だ
れ
こ
む
こ
と
に
な
る
。
國
庫
負
擔
の

..
一：般
事
潔
上
國
庫
三
分
の

1

一
 

都
^
^
縣
三
分
の
一
負
擔
の.臀

灵

ム

共

事

業

.
は
失
業
救
濟
を
目
的
と
す
る
：'
 

も
の
‘だ
そ
う
で
あ
る
が
、
か
ら
だ
の
.
丈
夫
な
も
め
は.
簡
易
公
共
事
業
な
ど. 

は
も
と
も
と
見
む
き
も̂
な
い
も
の
で
大
體
が
婦
人
や
か
ら
だ
：の
弱
い
も
" 

の
を
對
象
と
し
た
も
の
だ
。

一
日
悅
引

「

六
三
圓
、
東
京#
^

ど.
し

て

税
» 

引
"
ー
八
ニ
圓
と
い.
う
飢
餓
賃
金
が
あ
た.ぇ
ら
れ
て
い
た
。.
：
：4

の

仕

事
：’
 

を
と
る
た
め
に
ざ
え
前
日
.
か
ら-
め
'し
を
く
わ
な
い
で
泊
り
.と
み
を
や
る
と
， 

い
う
日
が
つ.
づ
い
'た
。''-
輪
番
制
に
し.
て
み
て
4'
こ
れ
が
や
ま
な
い
の
兔' 

そ
れ
ほ
ど
切
迫
し
：て
き
だ
。
.
仕
事
が
な
い
と
わ
か
づ
.
て

い

，
て

も

、

.
い

て%

た

つ

て

も
..
い

ら

れ

な

い

で

安

定

所

：に
_
で

か

け

^
い
：-<
'

。
'

.

一
 

.
:「

芝
浦
で
ゆ
た
く
東
し
；い
：肉
體
に
も
の
を
い
わ
せ

.
て
、
^.
げ
し.
い
愈
榮
.:-
'-
.;

:
,'
,

:

.■
翁
後
失
'業
對
獠
ぃ
と
锨
ま
迕
届
馨
働
者：-

.

■

:

働
を
や
つ
て
き.
た
沖
饨
仕
た
ち
は
四
月
か
ら
五
月
に
.
か
け
て
、
苽
京
港
へ, 

吖
入
船
が
へ
っ
て
、
簡
易
公
共
事
業
セ
も
ど
思
っ
て
も
そ
れ
に
も
あ
り
っ

’.け
ず
大
の
男
が
十
日
も
带
月
レ
ま
ご
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
あ
り
さ
ま
で

-

K
2
-
W 

■

あ
る
。』

.

「

こ
の
よ
う
な.
事
態
の
下
で
、
，
一：九
四
九
年
五
月
十
二
日
朝
、
あ
ぶ
れ
つ 

づ
き
の
芝
浦
の'旦
屉
^
^
者
が
芝
浦&
外

商

出

勞

組

、
.
.
東

京

土

建

一

般

勞
 

組

芝

浦

支

部

の

參

加

に

よ

：
つ

て

：
、

r

一
、
輪
#
^
で
仕
事
を
あ
た
え
：て
ゆ'
 

く
や
り
方
は
勞
働
者
に
徹
夜
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
や
め
る
こ
と
、
. 

.
ニ
、
全
員§

を

敷

求

し

て

五

時

間

の

團

蹬

交

渉

の

紘

果

、
'
所

長

に

簡
 

易
公
共
事
業
へ
の
金
員
就
勞
を
み
と
め
さ

.

せ
た
。
' 
こ

の

_

_

が

き

つ

か

け
 

;:と
女'っ.
て
、
'.日
藤
勞
働
者
の
.「

職
よ
こ
せ」

.
闘
承
が
都
内
の
各
職
安
に

d

 

ろ

が

！
り

、
.
.
東

泉

か
..ら

さ

ら

に
全
國
に
擴
大
し
て
い
つ
た
。

.
■:
實
に
こ
の
よ
う
な
淸
勢
の
中
で
、
東
京
都
に
お
け
る
簡
易
公
共
事
業
へ 

の
就
勞
は
、
；
五
月
に
は
四
月
の
三
倍
に
達
：じ
た
の
で
あ

.
り
、.
政
府
は
緊
急
、
 

失
業
對
策
法
を
五
月1,
0

日
に
公
帘
し
て
_

日
11

行
し
た
の
で'あ
る
。
こ 

.
の
法
律
に
よ
っ
て
從
來
の
公
共
事
業
の
先
業
者
吸
收
率
を
明
確
.に
規
定 

し
、
ま
た
吸
收
率
を
從
來
の
よ
う
に
直
營
事
業
ば
か
り
で
な
く
請
負
そ
の 

.
■.
他
直
料̂

^
外.
の
事.

に
も
^ -.
用
す
る.
こ
と
に
な
つ
た
が
、
さ

ら

に

「

失
業. 

考

に
sf
i

m

の
檄
會
を
與
え
る
こ■と
を_
主
.た
る
目
的
と
し
„て

」

先
業̂
.-

策
事 

業
が
開
始
さ
れ
る
こ■と
に
な
つ
た
。
も

つ
と
.

も
失
業
對
策
事
業
は
新
た
に 

.

.
設
け
む
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
從
來
の
亂
易
公
共

.
事

業

が

法#:
'
.
に

も

と

ず 

..，い
：：て

..「

再

發

足

」

し

た

，と

い

う

、

f

き
で
あ
り
、
東
京
都
に
お
い
て
も
八
月 

に

そ

れ

ま

で

職

安

で

：
お

こ

か

つ

て

い

た

歡

易

八

^

«

#

が

都

め

事

業

主

管

. 

■
9
^
6.
-
-
-



、三
田
學
會
雑
誌
第
四
十
七
卷
第
四
號

局
I
移
さ
れ
失
業
對
策
琪
業
と
し
て
失
業
救
濟
を
第
一
の
目
的
上
し
ャ
運

' 

營
さ
れ
^

J

と
に
な
っ
た
。
.
そ
れ
以
來
失
業
斷
策
事
業
へ
.
の
就
勞
人
員
は.
\ 

.
日
屈
勞
働
者
のr

職
ょ
こ
せ」

闘
睜
に
お
さ
れ
て
遂
月
增
加
し
允
が
、
職 

.

安

に

登

錄

さ

れ

る

日

履

勞

働

者

の

，
數

も

增

加

：
し

+
た

。.是

こ

.
で

ず
で
に
ド
ッ
/

:

ジ
•.
ラ
ィ
ゾ
の
下
で
國
の
限
界
に
ぶ
っ
か
っ

.
て
い
る
失
業
罾
罾
事.' 

業
と
は
別
に
、：
一
九
五
〇
年
一
月
都
單
獨
の
簡
易
朱
業
對
策
事

f

も
實
施
：し 

さ
れ
た
が
、
な
お
か
っ
職
安
の
登
錄
措
加
數
に
は
到
底
及
ば
な
か
っ
た
。

, 

夹
業
對
策
事
業
一
日
平
均
就̂
入
.員
は
ー
九
あ0
年
.ー月
.の

マ

四

、
'
西
一
し 

七

人

か

ら

五

月

の

一

一

六

、

三

六

七

人

.
に
增
加
し
た.
が
、
有
效
整
理
票
所
持 

'者
の
數
は
ー
月
末
の一
一
、

一
一
九

〇

六

人

か

ら

五

爿

ま

の

ー

ー

云

、
.
八

八

五

入 

に
墙
加.
し
た
“

こ
ぅ
し
て
六
月
に
は
有
敛
整
理
票
所
持
者
め
數
は
.三
六
〇 

〇
〇
人
を
こ
え
、
し
か
も
民
隞
、
公
共
事
業
、

.

連
合
軍
關
係
、
官
公
廳
等\ 

の
求
人
は
有
效
整
理
蕻
所
持
者
の'
 
一
割
：に

も

滿

た

な

い

有

樣

で

一

日

平
均 

三
六o

〇
人
に
も
及
ば
ず
大
部
分'は
失
業
對
策
事
業
の
.就
勞
に
依
存
す
る

. 

.

(

計3〕

狀
態
に
た
ち
い
た
っ
た
。

 

.

, '
•

•

と
こ
み
が
こ
の
ょ
ぅ
に
失
業
對
策‘事
業
の
比
重
が
大
き
く
な
づ
て
き
た
：
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
安
で
は

「

失
業
者
に
均
等1
就
勞
の.
機
會
を
與
え. 

乏
し
き
を
わ
か
ち
あ
ぅ

」

.

と

い

っ

て

六

月

一

ー

干

.
六
日
か
ら
輪#
制

、
を

實

施 

し
、
逆
に
央
業
對
策
靡
榮
の
就
勞
人
員
を
お

さ
え
る
對
策
を
と
っ
た
。
そ 

れ
ゆ
え
失
，

策
薪
業
一
日
平
均
就
勞
人
員
は
五
月
を
頂
點
と
し

'て
六
月
、 

以
降
增
勢
を
止
め
、
ニ
、

'
ニ 0

〇
0
70-

至

ニ

五

〇

.
〇

〇

人

の

間

を

上

下

し
 

て
十
二
月
に
い
た
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
間
に有
效
整
理
票
所
持
者 

の
數
は
六
月
末
の
三
六
、
ニ
.
三
九
人
か
ら
二
一
月
の
四
〇
、
■■八
五
七
人
へ

、
，

 

'

1
f

〇

(

四
四
〇)

:

と
增
加
し
て
お
り
、
.
あ
ぶ
れ
が
必
ず
街
さ
れ
る
狀
態
と
な
つ
.
た
.
。
こ
う
し 

.

て
輪
#
制

は「

央
業
蕃y

均
等
に
就
勞
の
響
を
興
え
る

」

と
い
う
名
目
，
 

.:

の
も
と
に
、
，順:#.
で
均
等
に
あ
ぶ
れ
の
機
會
を
與
え
.る
こ
と
に
な
づ
た
の 

、
で
あ
る0
:
ン
•■
;"
'

. :
'

だ
が
そ
れ
ば
か
り
セ
は
な
く
、
輪#

§

、
'
朝
鮮
戰
带
を
契
機
に
特
需 

‘
に
よ
つ
て
急
速.
に
日
本
經
濟
が
：
41
事
化
さ
た
る
に
つ
れ
て
、
.
增
加
し
て
き 

.
た
、い.
わ
ゆ
る
民
間
求
人
に.對
し
て
力
を
動
員
す
る
た
め
に
、
豫
第
の 

粋
を
1
め
あ
げ
て
あ
ぶ
れ
を32
す
手
段
と
な
つ
た
。

.

實
際
輪
#
制
が
實
施 

..
さ
れ
た
の
は
朝
鮮
戰'争
勃
發
の
翌
日
で
あ
り
、
七
月
以
降
民
掘
へ
の
紹
介 

-

敷
は
增
加
に
轉
じ
て
い
ル
が
、
.
特
に
そ
れ
が
一
段
と
增
加
し
て

i

る
九
月 

,

に
は
、
新
輸
赉
制9、

實

施

に

よ

つ

て

失

業

對

策

事

業

.
へ
の
ニ

 
H

平
均
就
勞 

人
員
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
失
業
對
策
事
業
か
ら
閉 

.
め
出
さ
れ
て
：、ど
う
に
も
な
ら
な
い
日

履
^
働
者
が
無
收
入
の
苦
し
さ
か
ら 

朝
鮮
戰
爭
に
よ
つ
て
增
大
し
た
特
需
に
も
、と
づ
く
民
間
求
人
に
應
じ

.
て
い. 

つ
た
こ
と
釔
反
映
ル
て
い
る
で
實
に
輪
潘
制
こ
そ
ば
、
.失
業
對
策
事
業
を 

.

單
な
る
失
業
救
濟
で
な
く
し
、
經
濟
軍
事
化
の
た
め
に
、

「

資
本
に
對
し 

•1
田
に
し
う
る
勞
働
力
の
汲
.
め
ど
も
つ
き
ぬ
貯
膨M--
L—
を
意
識
的
計
翳
的 

に
形
成
す
る
も
の
に
ほ
か
及
ら
な
か
づ
，た
。
L
か
も
こ
の
輪
潘
制
は
あ
ぶ 

れ
で
苦
し
、ん
で
い
る
日

一

屈
勞
働
者
を
朝
鮮
へ
の
軍
事
ー
屈
用
に
も
應
じ
さ
せ 

た
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
お
い
て
も
、
.
一
九
五
〇
年
九
月
の
仁
川
上
陸
に 

荷
役
作
業
尤
從
事
し
だ
と
い
う
日
屈
勞
働
者
五
名
に
接
し
た
が
、
こ
れ
は 

第
二
囘
朝
鮮
行
募
集
で
あ
り
、
第
一
..
囘

募

集

は

朝

鮮

戰

审

勃

發

の

.
三

力

月 

前
の11

一
月.一
ー
〇
日
に
あ.
つ.
た
0.
し
か
し
こ
の
.と
き
は
組
織
さ
れ
た
日
履
勞

1950

輝

、紹 介 數 失對へ の  

一月平均 

就勞人員民 間 失 對 |

1月 78,851 389,400 14,425
2 74,661 372,961 14,511

. 83,457 460,966 16,703
4 74,675 576,946 23,958
5 71>957 702,618 26,367
6 77,355 672,309 24,109
7 , 86,267 651,266 24,869
8 93,219 671,545 24,769
9 110,627 580,360 22,157

10 123,622 609,631 23,276
11 136,894 601,388 22,980
12 163,790； 723,117'| 23,018

パA

(

註
3

)
『

雇
用
と
失
業』

昭
和
ニ
五
年
年
報
解
說
篇
一
六
七
頁

A

 

(

註
4

)

同
上
統
計
篇
六
六
丨
六
七
頁
、
七
八

I

七
九
頁
。

ハf

)

.
マ
ル
ク
ス『

資
本
論』

第
一
卷
第
四
分
册一

六
三
頁
。

働
渚
は
、
組
合
の
反
對
に
よ
っ
て
慕
集
さ
れ
な
'か
っ
た
の
で
、
未
組
織
の 

'

■

炎
業
者
が
募
集
さ
れ
た
と
い
う
。

 

.

.

.
一
方
す
で
に.
一
九
五
〇
年I

月.
にT

失
業
對
策
事
業
就
勞
適
格
要
件

」 

.
が
決
定
さ
れ
た
が
、
.
そ
の
中
で.「

失
業
對
策
事.
業
以
外
0
事
業
に
騎
旋
し 

た
時U

そ
れ
を
拒
否
し
た
も
の

」

は
失
格
す
る
こ
と.
に
さ
れ
た
。
こ
れ
は 

■.
:
明
ら
か
に
輪
潘
制
と
あ
い
ま
っ
て
日11^
^

者
を
軍
事
的
な
方
面
へ
.强
制 

.■配
置
す
る
體
制
を
っ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
つ
'た
.。

ま

た

同

年

七

月

ニ

ニ
 

,
日
衆_

院
に
お
い
てT

失
業
對
策
に
關
す
る
決
議

J

が
お
こ
な
わ
れ
た 

が
、
こ
の
主
旨
を
ま
と
め
て
東
京
都
事
業
廳
課
長
會
議
か
ら
土
建
一
般
勞 

組
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
申
渡
さ
れ
た
。

-
:

.「

㈠
進
駐
眾
關
係
の
仕
事
に
た
い
す
る
準
備
の
た
め
に
現
在
の
登
錄
數
三 

鹛

をI

齊
に
.
一
七
萬
に
す
る
よ
う
霞
登
錄
す
る
■

■

:. 
V 

.
⑶•

從
っ
て
今
後
は
輪
番
制
を
强
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：

パ

：

M

も
し
進
駐
軍
關
係
の
仕
事
を
拒
否
す
る
も
め
が
あ
れ
铽
手
帳
を
と 

り
あ
げ
を」

. 

'

•か
く
し
て
ル
廣
勞
働
者
に
た
い
す
る
手
帳
と
り
あ
げ
が
增
加
し
失
業
對 

.:
策
は
戰
時i

励
員
へ
と
急
速
に
移
行
し
て
い
く
と
と
な
る
の
で
あ
る

. 

'..
.

が
、
こ
れ
以
後
現
在
に
.
い
た
る
失
業
對
策
の
變
轉
と0

雇
勞
働
者
の
實
態. 

お
よ
び
そ
の
特
霞
に
つ
ー
い
て
.
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。
：

(

未
完
、 

本
稿
は
、
文
部
省
科
學
硏
究
費
の
交
附
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
調
查
硏
究
ぃ 

.

の1.

部
で
あ

.
る

。

)

. 

.
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'『

失
業
對
策
年
鑑

』

昭
和
ニ
六
年
版
七
.
七
頁
。
/

:

■

へ

ニ 

：
6

公)

-

『

失
業
者
の
手
引1

勞
致
情9

£

」

四
丨
：一
.
六
頁
。
；

聲

：：-..
,

;.-
:

ノ
: r
.
: 

, 

r 
.
.
へ
戰
後
#
 
業

對
策
一
と
瓿
市
：日

®
勞

働

者':.
'
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.. 
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